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左手のフォーム

支えている親指と，弦を押さえる指先以外（特
に手のひら）はネックや弦に触れないようにする。

チューニング

　チューナーを使用すれば，簡単で正確に行うこ
とができる。チューナーがなく，ピアノを用いる
場合，ギターの実音はト音記号で記譜された音よ
り1オクターヴ低いため，ピアノで出す音もギター
の実音に合わせると音が合わせやすくなる。

　また，音叉などで1つの弦の音を合わせ，その
弦を基準に他の弦を合わせることもできる。

親指はネックの真裏に指の腹が触れるようにす
る。親指がネックより上に出ていると，ネックを
握るようなフォームになってしまい，弦を押さえ
る指が隣の弦に触れやすくなってしまうので注意
が必要。フレットのすぐ近くを押さえる。

和音やアルペッジョになっても，それぞれの弦
に触れてから弾く感覚を忘れないように。弦を弾
く際，手の甲や腕が上下に動いてしまうと指が不
安定になるので，できるだけ動かないように気を
つける。

弦を押さえる指は鉤
こう
状
じょう
に曲げ，隣の弦に触れな

いようにする。
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6弦の5フレット　＝　5弦の開放弦　＝　A音
5弦の5フレット　＝　4弦の開放弦　＝　D音
4弦の5フレット　＝　3弦の開放弦　＝　G音
3弦の4フレット　＝　2弦の開放弦　＝　B音
2弦の5フレット　＝　1弦の開放弦　＝　E音
1弦の開放弦　＝　6弦の開放弦　＝　E音（2オクターヴ違い）

図C

ギターの記譜法による各開放弦
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その実音
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